
金
融
シ
ス
テ
ム
危
機
と
投
資
銀
行
の
衰
退

佐

賀

卓

雄

は
じ
め
に

二
〇
〇
七
年
八
月
か
ら
顕
著
に
な
っ
た
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
・
ロ
ー
ン
関
連
の
損
失
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
金

融
不
安
は
、
そ
の
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
拡
散
、
深
化
が
進

行
す
る
一
方
、
そ
の
影
響
は
実
体
経
済
に
も
波
及
し
た
。

こ
の
過
程
で
、
ア
メ
リ
カ
に
限
っ
て
も
、
大
手
商
業
銀

行
、
証
券
会
社
︵
特
に
投
資
銀
行
︶、
モ
ノ
ラ
イ
ン
保
険
、

フ
ァ
ニ
ー
メ
イ
、
フ
レ
デ
ィ
マ
ッ
ク
の
各
住
宅
金
融
専
門

機
関
、
と
い
っ
た
住
宅
金
融
に
関
わ
る
ほ
と
ん
ど
の
業
態

が
次
々
に
経
営
危
機
に
襲
わ
れ
た
。

こ
の
中
で
も
、
特
に
投
資
銀
行
と
通
称
さ
れ
る
大
手
証

券
会
社
は
、
救
済
合
併
、
破
綻
、
商
業
銀
行
へ
の
業
態
転

換
に
よ
り
、
業
態
と
し
て
も
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
事
態
を
招
来
し
た
大
手
投
資
銀
行
の
業
務
内
容
と

そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
規
制
環
境
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
、
投
資
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル

歴
史
的
に
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
投
資
銀
行
業
務
︵
イ

ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
︶
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
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て
発
展
を
み
た
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
が
輸
入
、

移
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
古
く
は
政
府
証
券

の
投
資
や
売
買
を
主
要
な
業
務
と
し
、
産
業
革
命
以
降

は
、
鉄
道
業
の
金
融
を
柱
に
し
て
、
大
口
預
金
の
受
入

れ
、
貸
付
け
、
外
国
為
替
業
務
、
株
式
・
社
債
の
引
受
・

分
売
、
受
託
資
産
の
運
用
、
企
業
の
合
併
・
再
編
成
・
清

算
の
仲
介
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
な
ど
、
顧

客
で
あ
る
企
業
の
全
生
涯
に
わ
た
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
金
融
機
関
と
し
て
姿
を
現
し
た
。

そ
の
後
、
繊
維
、
石
油
、
鉄
鋼
、
食
品
加
工
な
ど
の
産

業
が
勃
興
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
証
券
の
発
行
・

引
受
業
務
を
中
心
と
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
が

投
資
銀
行
業
務
の
主
要
分
野
に
な
っ
た
。
一
九
二
九
年
の

大
恐
慌
を
き
っ
か
け
と
し
て
制
定
さ
れ
た
一
連
の
連
邦
証

券
規
制
、
お
よ
び
三
三
年
の
銀
行
法
︵
グ
ラ
ス
・
ス

テ
ィ
ー
ガ
ル
法
︶
に
よ
っ
て
、
商
業
銀
行
業
務
と
投
資
銀

行
業
務
が
分
離
、
兼
営
が
禁
止
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
自
由
な

活
動
が
許
さ
れ
て
い
た
投
資
銀
行
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
監
視
下
に

お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
投
資
銀
行
業
務

は
主
と
し
て
証
券
の
発
行
・
引
受
を
中
心
に
し
た
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
︵
発
行
市
場
︶
に
関
連
し
た
業
務

に
限
定
さ
れ
、
通
常
の
﹁
銀
行
﹂
業
務
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
。し

か
し
、
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
に
な
っ
て
産
業
構
造

の
変
化
が
進
み
、
有
力
な
投
資
銀
行
と
つ
な
が
り
の
な
い

新
顔
の
発
行
体
が
登
場
し
、
ま
た
個
人
投
資
家
の
証
券
市

場
へ
の
参
加
が
進
む
に
つ
れ
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー

や
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ボ
ス
ト
ン
な
ど
の
有
力
な
投
資
銀
行
と

鉄
鋼
、
化
学
、
自
動
車
な
ど
の
伝
統
的
な
産
業
と
の
間
で

形
成
さ
れ
て
い
た
固
定
的
な
顧
客
関
係
は
徐
々
に
崩
れ
始

め
、
競
争
が
激
化
し
た
。
そ
し
て
、
証
券
市
場
の
大
衆
化

︵
個
人
投
資
家
の
参
加
︶
の
進
展
に
よ
り
、
強
力
な
個
人

投
資
家
向
け
販
売
力
を
有
す
る
メ
リ
ル
リ
ン
チ
や
、
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
力
を
持
つ
ソ
ロ
モ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
な
ど
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の
新
興
グ
ル
ー
プ
が
台
頭
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
〇
年

代
以
降
に
は
、
グ
ラ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
に
よ
っ
て
創

ら
れ
た
商
業
銀
行
と
投
資
銀
行
の
間
の
垣
根
も
そ
の
後
の

規
制
緩
和
措
置
に
よ
っ
て
次
第
に
崩
れ
始
め
、
資
本
力
の

あ
る
商
業
銀
行
の
台
頭
が
顕
著
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
競
争
環
境
の
変
化
を
背
景
に
、
投
資
銀
行
は

よ
り
高
い
収
益
源
を
求
め
て
、
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
、
Ｍ
＆
Ａ

仲
介
と
ブ
リ
ッ
ジ
・
ロ
ー
ン
の
供
与
、
証
券
化
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
エ
ク
ィ
テ
ィ
な
ど
の
新
た
な
業
務
分
野
を
開
拓

し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
拡
大
さ
れ
た
業
務
分
野
の
う

ち
、
自
己
資
本
の
投
下
を
と
も
な
う
業
務
は
、
次
第
に

マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
と
か
プ
ロ
プ
リ
ェ
タ

リ
ー
・
ト
ラ
ン
ズ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
投
資
銀
行
の
業
務
は
こ
れ
ら
の
高
収
益
の
業
務
分
野

に
急
速
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
投
資
銀
行
は
次
第
に
自
己
資
本
を
投
下

し
大
き
な
リ
ス
ク
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の

資
本
調
達
構
造
は
か
な
り
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
投
資
銀
行
は
預
金
の
受
け
入
れ
、
連
邦
準
備
銀
行
窓

口
︵
中
央
銀
行
信
用
︶
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
資
本
調
達
を
か
つ
て
は
商
業
銀
行

の
ブ
ロ
ー
カ
ー
ズ
・
ロ
ー
ン
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦

後
は
レ
ポ
市
場
に
大
幅
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
大
幅
な
︵
短
期
︶
負
債
へ
の
依
存
は
、
金
融
市
場

が
平
穏
で
あ
れ
ば
レ
バ
レ
ッ
ジ
効
果
に
よ
り
高
い
自
己
資

本
利
益
率
︵
Ｒ
Ｏ
Ｅ
︶
を
も
た
ら
す
が
、
A
drian
and

Shin[2008]は
各
経
済
主
体
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
動
向
を
分

析
し
て
投
資
銀
行
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
家
計
は
資
産
価
格
が
上
昇
す
れ
ば
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
低

下
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
。
逆
に
、
資
産
価
格
が
低
下
す
れ

ば
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
が
上
昇
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
商
業
銀
行
と
製
造
業
は
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
一
定

に
保
つ
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
済
主
体
と
比
較

し
て
、
投
資
銀
行
は
非
常
に
特
異
な
動
き
を
示
し
て
お
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り
、
資
産
価
格
の
上
昇
に
合
わ
せ
て
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
上
昇

さ
せ
、
逆
の
場
合
は
低
下
さ
せ
て
い
る
。

︵
注
︶

彼
ら
は
こ
れ
を
﹁
循
環
拡
大
的
﹂︵
pro-cyclical︶
と
呼
ん
で

い
る
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
八
年
の
第
一
四
半
期
に
は
、
資
産
価
格
が

低
下
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
は
低
下
し
て
い
な

い
︵
A
drian
and
Shin[2008],一
五
︱
一
七
ペ
ー
ジ
︶。

こ
の
短
期
負
債
へ
の
依
存
構
造
は
、
一
度
こ
の
市
場
で

の
不
安
心
理
が
高
進
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
途
端
に
流
動

性
危
機
と
し
て
そ
の
脆
弱
性
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
予
防
す
る
た
め
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
の

あ
り
方
が
問
題
に
な
る
が
、
今
回
の
業
態
と
し
て
の
投
資

銀
行
の
消
滅
は
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
が
脆
弱
な
資
本

調
達
構
造
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
を
露
呈
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

二
、
投
資
銀
行
を
取
り
巻
く
規
制
環
境

︱
ネ
ッ
ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ル
ー
ル
と
Ｃ
Ｓ
Ｅ

プ
ロ
グ
ラ
ム
︱

投
資
銀
行
の
資
本
調
達
構
造
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、

レ
バ
レ
ッ
ジ
の
絶
対
水
準
の
高
さ
で
あ
る
。
レ
バ
レ
ッ
ジ

の
定
義
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
総
資
産
／
自
己
資
本
で
大

手
投
資
銀
行
の
そ
の
水
準
の
推
移
を
み
る
と
図
表
１
の
通

り
で
あ
る
。
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
と
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ

ク
ス
は
二
〇
倍
前
後
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
軒
並
み
三

〇
倍
を
越
え
て
い
る
。
商
業
銀
行
の
場
合
に
は
一
〇
︱
一

五
倍
の
水
準
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
違
い
が
ど
う
し
て
生
じ

た
か
が
問
題
に
な
る
。
さ
ら
に
、
大
手
投
資
銀
行
の
レ
バ

レ
ッ
ジ
が
二
〇
〇
四
年
を
境
に
例
外
な
く
急
上
昇
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
大
手
投
資
銀
行
に
対
す

る
規
制
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
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そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

一
般
に
、
規
制
・
監
督
当
局
は
金
融
機
関
に
対
し
て
シ

ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
予
防
お
よ
び
投
資
家
保
護
︵
顧

客
資
産
の
保
護
︶
に
万
全
を
期
す
た
め
に
、
支
払
い
能
力

が
一
定
の
水
準
を
下
回
れ
ば
早
期
是
正
措
置
が
採
ら
れ

る
。
銀
行
の
自
己
資
本
比
率
、
保
険
会
社
の
ソ
ル
ベ
ン

シ
ー
・
マ
ー
ジ
ン
、
そ
し
て
証
券
会
社
の
自
己
資
本
を
指

標
と
し
た
規
制
が
こ
れ
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
証
券
会
社
︵
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
デ
ィ
ー

ラ
ー
︶
の
場
合
、
ネ
ッ
ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ル
ー
ル
と
呼

ば
れ
る
自
己
資
本
規
制
が
一
九
七
五
年
に
導
入
さ
れ
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
監
督
権
限
は
証

券
会
社
の
親
会
社
で
あ
る
持
株
会
社
に
ま
で
及
ば
な
い
た

め
に
、
一
九
九
〇
年
の
ド
レ
ク
セ
ル
・
バ
ー
ナ
ム
・
ラ
ン

ベ
ー
ル
の
破
綻
の
際
に
は
、
親
会
社
が
証
券
子
会
社
の
資

本
を
吸
い
上
げ
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
そ
う
し
た

事
態
の
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ
の
後
、
ル
ー
ル
の
改
正
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が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
証
券
持
株
会
社
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
監
督

下
に
お
く
と
い
う
措
置
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
。

ネ
ッ
ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ル
ー
ル
の
こ
の
よ
う
な
欠
点

と
は
別
に
、
二
〇
〇
二
年
に
Ｅ
Ｕ
が
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ

リ
ッ
ト
指
令
を
採
択
す
る
と
、
Ｅ
Ｕ
地
域
で
業
務
を
展
開

す
る
金
融
機
関
が
本
国
で
同
等
の
規
制
を
受
け
て
い
な
け

れ
ば
Ｅ
Ｕ
の
規
制
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
大
手
投
資
銀
行
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
対
し

て
持
株
会
社
に
対
す
る
監
督
の
新
た
な
枠
組
み
を
定
め
る

こ
と
を
要
請
し
た
。
こ
の
結
果
、
二
〇
〇
四
年
六
月
に
五

大
投
資
銀
行
と
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
、
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・

チ
ェ
ー
ス
の
大
手
商
業
銀
行
二
行
に
対
し
て

C
SE

︵
C
onsolidated
Supervised
E
ntities︶
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

新
た
に
設
け
ら
れ
、
独
自
の
規
制
に
服
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

︵
注
︶

二
〇
〇
四
年
四
月
二
八
日
に
SE
C
の
地
下
聴
聞
会
室
で
開
か
れ

た
五
大
投
資
銀
行
と
の
話
し
合
い
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
L
abaton,

S.
“A
gency’s’04
R
ule
L
et
B
anks
P
ile
U
p
N
ew
D
ebt”,
T
he

N
ew
Y
ork
T
im
es,O
ct.3,
2008、
が
興
味
深
い
。
こ
の
時
の
ゴ
ー

ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
の
C
E
O
は
現
在
の
財
務
長
官
の
ヘ
ン
リ
ー
・

ポ
ー
ル
ソ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
Ｃ
Ｓ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
と
な
っ
た
大
手
商
業
銀
行
二

行
に
対
し
て
は
監
督
権
限
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
に
あ
る
た
め
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
直
接
の

監
督
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
金
融
持
株
会
社
、

銀
行
持
株
会
社
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
監
督
規
制
と
同
じ

枠
組
み
と
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
・

ベ
ー
ス
で
の
流
動
性
リ
ス
ク
と
自
己
資
本
に
関
す
る
Ｂ
Ｉ

Ｓ
規
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
銀
行
持
株
会
社

と
投
資
銀
行
と
の
間
の
業
務
の
違
い
を
考
慮
し
て
、
二
つ

の
点
で
規
制
内
容
が
異
な
る
と
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
重
要

な
リ
ス
ク
管
理
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
日
々
の
時
価
評
価
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
証
券
会
社
は
中
央
銀
行
で
あ
る
Ｆ
Ｒ

Ｂ
か
ら
の
信
用
供
与
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
ど
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の
よ
う
な
市
場
環
境
の
下
で
も
適
切
な
流
動
性
の
維
持
が

決
定
的
な
重
要
性
を
も
つ
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
︵
SE
C
,
C
onsolidated
Supervision
of
B
roker-

D
ealer
H
olding
C
om
pany

―
P
rogram
O
verview

and
A
ssessm
ent
C
riteria
―
︶。

Ｃ
Ｓ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
自
発
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
統
合
ベ
ー
ス
で
証
券
持
株
会
社
の
監
督
を

可
能
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｓ

Ｅ
Ｃ
は
も
と
も
と
監
督
権
限
の
あ
る
証
券
会
社
だ
け
で
は

な
く
、
持
株
会
社
お
よ
び
そ
れ
ま
で
規
制
が
及
ば
な
か
っ

た
子
会
社
に
対
し
て
も
監
督
が
可
能
に
な
っ
た
。
投
資
銀

行
は
Ｃ
Ｓ
Ｅ
と
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
・
ル
ー
ル
の
代
替
法
︵
alternative
m
ethod
︶
に

よ
り
ネ
ッ
ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
計
算
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
投
資
銀
行
は
以
前
で
あ
れ
ば
ネ
ッ

ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
対
す
る
負
債
の
比
率
︵
自
己
資
本
に

対
す
る
負
債
を
表
す
レ
バ
レ
ッ
ジ
と
は
異
な
る
︶
は
一
五

倍
以
内
、
あ
る
い
は
最
低
二
五
万
ド
ル
か
負
債
総
額
の
二

％
を
下
回
ら
な
い
ネ
ッ
ト
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
の
い
ず
れ
か

を
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

レ
バ
レ
ッ
ジ
に
は
制
限
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
効
果
は
抜
群
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
を
境
に
レ

バ
レ
ッ
ジ
が
急
激
に
上
昇
し
た
の
は
図
表
１
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
こ
の
よ
う
な
規
制
緩
和

に
対
し
て
監
督
体
制
の
強
化
を
用
意
し
た
。
基
本
的
に
、

Ｃ
Ｓ
Ｅ
に
対
し
て
は
銀
行
持
株
会
社
に
課
さ
れ
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ

規
制
が
準
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
内
部
リ
ス
ク
管
理
シ
ス
テ

ム
の
報
告
、
業
務
お
よ
び
財
務
内
容
に
つ
い
て
の
定
期
的

な
報
告
を
義
務
付
け
、
さ
ら
に
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
定
期
的

な
検
査
な
ど
、
で
あ
る
。
コ
ッ
ク
ス
委
員
長
は
上
院
銀

行
・
住
宅
・
都
市
問
題
委
員
会
が
開
催
し
た
公
聴
会
に
お

い
て
、
ベ
ア
・
ス
タ
ー
ン
ズ
が
Ｃ
Ｓ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
定

め
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
自
己
資
本
比
率
を
越
え
て
い
た
こ
と
、
Ｊ

Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
に
買
収
さ
れ
る
ま
で
の
一
週
間
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︵
三
月
一
〇
︱
一
七
日
︶
の
間
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
基
準
を
越
え

る
資
本
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

︵
U
S
Senate[2008]︶。
要
す
る
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
の

も
の
に
欠
陥
が
あ
っ
た
と
い
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。

︵
注
︶

Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
は
直
接
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
水
準
を
規
制
し
て
は
い
な

い
。
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
自
己
資
本
比
率
は
保
有
証
券
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
リ

ス
ク
・
ウ
エ
イ
ト
で
修
正
さ
れ
た
資
産
額
を
分
母
と
し
て
い
る
た
め
、

現
実
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
大
手
商
業
銀
行
の
場
合
、
二
〇
〇
七
年
末
で
Ｊ
Ｐ
モ

ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
が
一
二
・
七
倍
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
が
一
九
・

三
倍
で
、
大
手
投
資
銀
行
と
較
べ
る
と
か
な
り
低
い
水
準
で
あ
る
。

こ
れ
は
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
(預
金
保
険
公
社
︶
に
よ
っ
て
レ
バ
レ
ッ
ジ
規
制
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
︵
一
九
九
一
年
に
成
立
し
た
連
邦
預

金
公
社
改
善
法
︵
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ａ
︶
は
、
初
め
て
﹁
早
期
是
正
措
置
﹂

︵
prom
pt
regulatory
action
︶
を
導
入
し
、
そ
の
指
標
と
し
て
リ

ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
・
レ
シ
ョ
オ
、
お
よ
び
レ
バ
レ
ッ
ジ
・
レ
シ
ョ
オ

を
採
用
し
た
︶。

し
か
し
、
SE
C
[2008]は
Ｃ
Ｓ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ

る
ス
タ
ッ
フ
が
わ
ず
か
に
七
名
し
か
い
な
い
な
ど
、
そ
の

監
督
体
制
は
決
し
て
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し

て
、
二
六
項
目
に
及
ぶ
勧
告
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の

後
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
破
綻
し
、
ゴ
ー
ル
ド
マ

ン
・
サ
ッ
ク
ス
と
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
銀
行
持
株

会
社
に
転
換
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
結
果
、
Ｃ
Ｓ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
と
な
る
証
券
持
株
会
社
自
体
が
消
滅
し

た
た
め
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
九
月
二
六
日
に
終
了
し
た
。

三
、
五
大
投
資
銀
行
の
消
滅

Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
に
よ
る
ベ
ア
・
ス
タ
ー
ン

ズ
の
救
済
買
収
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
今
度
は
リ
ー
マ

ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
市
場
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
た
。
二

〇
〇
八
年
初
め
か
ら
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
お
よ
び
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
同
社
に

常
駐
し
そ
の
業
務
お
よ
び
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
を
毎
日
監

視
し
、
商
業
用
不
動
産
の
圧
縮
、
流
動
性
の
強
化
、
そ
し

て
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
引
下
げ
と
資
本
力
の
強
化
に
向
け
て
指
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導
を
行
っ
た
。
夏
頃
に
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
と
の
間
で
銀
行
持
株

会
社
へ
の
転
換
も
検
討
さ
れ
た
。
ま
た
、
韓
国
開
発
銀
行

︵
K
orea
D
evelopm
ent
B
ank
︶
か
ら
の
資
本
注
入
の
交

渉
が
進
め
ら
れ
た
。
結
果
的
に
、
こ
れ
ら
の
試
み
は
す
べ

て
頓
挫
し
、
リ
ー
マ
ン
は
一
八
五
〇
年
創
業
以
来
の
歴
史

を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
フ
ル
ド
︵
R
ichard
S.F
uld,

Jr.︶
は
、
下
院
政
府
改
革
委
員
会
の
公
聴
会
に
お
い
て
、

同
社
の
破
綻
原
因
と
し
て
、
噂
、
Ｃ
Ｄ
Ｓ
ス
プ
レ
ッ
ド
の

拡
大
、
空
売
り
、
格
下
げ
、
顧
客
お
よ
び
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
か
ら
の
信
頼
の
欠
如
、
そ
し
て
戦
略
的
な
買

い
手
の
不
在
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
要
因
は
他
の
金
融
機
関

に
と
っ
て
も
他
人
事
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し

て
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
支
援
し
て
く
れ
れ
ば
、
破
綻
は
免
れ
る
こ

と
が
で
き
た
だ
ろ
う
と
そ
の
冷
淡
な
対
応
を
非
難
し
た

︵
U
S
H
ouse
of
R
epresentatives[2008]︶。

確
か
に
、
リ
ー
マ
ン
破
綻
の
プ
ロ
セ
ス
は
非
常
に
分
か

り
に
く
い
と
い
え
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
ベ
ア
・
ス
タ
ー

ン
ズ
は
救
済
さ
れ
、
リ
ー
マ
ン
は
な
ぜ
破
綻
し
た
の
か
で

あ
る
。
救
済
す
る
大
手
金
融
機
関
が
現
れ
な
か
っ
た
か
ら

と
い
う
の
は
、
政
府
︵
あ
る
い
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
︶
が
資
金
支
援

を
拒
否
し
た
か
ら
で
、
こ
れ
は
説
明
に
は
な
ら
な
い
。
ベ

ア
・
ス
タ
ー
ン
ズ
の
場
合
に
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ

ン
・
チ
ェ
ー
ス
に
三
百
億
ド
ル
の
融
資
を
行
っ
て
買
収
を

成
立
さ
せ
た
。
ポ
ー
ル
ソ
ン
財
務
大
臣
は
、
リ
ー
マ
ン
に

対
し
て
公
的
支
援
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
ベ
ア

の
救
済
の
時
点
で
は
証
券
会
社
の
救
済
ス
キ
ー
ム
が
未
整

備
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
連
銀
信
用
が
拡
大
さ
れ
、
証

券
会
社
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い

る
。

︵
注
︶

こ
れ
は
、
新
た
に
①

T
erm
A
uction
F
acility
、
②

T
erm

Securities
L
ending
F
acility
、
③

P
rim
ary
D
ealer
C
redit

F
acility
、
と
い
う
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
措
置
に
よ
り
、
商
業
銀
行
へ
の
信
用
供
与
枠
が
拡
大
さ
れ
る
と
と

も
に
、
証
券
会
社
︵
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
︶
も
連
銀
信
用
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へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
数
日
後
に
大
手
保
険
会
社
Ａ
Ｉ
Ｇ
が
救

済
さ
れ
た
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
政
府
の
説
明
は

決
し
て
説
得
的
と
は
い
え
な
い
。
多
く
の
人
に
と
っ
て
、

そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
て
い

る
の
か
が
良
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
ろ

う
。と

こ
ろ
で
、
大
手
の
独
立
系
投
資
銀
行
が
す
べ
て
姿
を

消
す
と
い
う
異
常
事
態
は
、
否
応
な
く
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
・

モ
デ
ル
の
欠
陥
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在

の
投
資
銀
行
業
務
の
特
徴
は
三
点
に
整
理
さ
れ
よ
う

︵
W
all
Street
Special
R
eport[2008]︶。

第
一
は
、
現
在
の
投
資
銀
行
が
手
掛
け
る
業
務
は
、
商

業
銀
行
あ
る
い
は
か
つ
て
の
フ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
の
発
行
・

引
受
業
務
を
中
心
と
し
た
投
資
銀
行
と
較
べ
て
、
高
リ
ス

ク
の
業
務
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
手
五

社
の
収
益
構
成
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
の
間

に
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
か
ら
の
収
益
が
全
体
の
四
一
％
か
ら

五
四
％
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
、

プ
ロ
プ
リ
ェ
タ
リ
ー
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ま
た
ヘ
ッ

ジ
・
フ
ァ
ン
ド
向
け
の
プ
ラ
イ
ム
・
ブ
ロ
ー
カ
レ
ッ
ジ
業

務
は
こ
の
間
の
収
益
増
加
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
要

す
る
に
、
企
画
力
、
商
品
開
発
力
、
提
案
力
に
秀
で
て
、

産
業
構
造
の
再
編
の
推
進
、
そ
れ
に
伴
う
企
業
の
資
本
市

場
で
の
資
本
調
達
を
手
助
け
し
、
半
ば
畏
怖
の
念
を
抱
か

れ
て
い
た
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
バ
ン
カ
ー
は
既
に
過
去

の
存
在
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
、
そ
の
高
い
レ
バ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
。
財

務
理
論
が
教
え
る
よ
う
に
、
負
債
︵
レ
バ
レ
ッ
ジ
︶
利
用

は
、
総
資
本
の
利
益
率
が
金
利
を
下
回
ら
な
い
限
り
、
自

己
資
本
の
利
益
率
︵
Ｒ
Ｏ
Ｅ
︶
を
押
し
上
げ
る
︵
レ
バ

レ
ッ
ジ
効
果
︶。
投
資
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
の
財

務
的
側
面
は
ハ
イ
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
よ
る
Ｒ
Ｏ
Ｅ
の
押
し
上
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げ
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
般
的
に
短
期
負
債
ほ
ど
金
利
は

低
い
か
ら
、
ご
く
短
期
の
資
金
を
レ
ポ
市
場
で
調
達
し
て

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
組
む
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
リ
ー

マ
ン
の
場
合
、
総
資
本
に
占
め
る
短
期
負
債
の
割
合
は
五

〇
％
を
越
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
大
幅
に
短

期
負
債
に
依
存
し
た
資
金
調
達
構
造
は
、
今
回
の
よ
う
に

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
を
組
み
込
ん
だ
証
券
化
商
品
が

ほ
と
ん
ど
取
引
さ
れ
な
い
よ
う
な
状
態
で
は
、
一
気
に

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
流
動
性
の
枯
渇
と
い
う
の
っ
ぴ
き
な

ら
な
い
状
況
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
る
。

第
三
に
、
金
融
市
場
が
平
穏
な
場
合
、
こ
の
よ
う
に
し

て
高
く
維
持
さ
れ
た
Ｒ
Ｏ
Ｅ
を
裏
付
け
に
、
気
前
の
良
い

報
酬
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
で
、
Ｊ

Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
の
報
酬
は
収
益
の
三
二
％
、
バ

ン
カ
メ
は
二
八
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
手
投
資

銀
行
五
社
の
報
酬
は
、
約
六
〇
％
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
が
こ
の
業
態
に
優
秀
な
人
材
を
集
め
る
テ
コ
に

な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
強
欲
さ

︵
greed
︶
が
ま
す
ま
す
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
効
か
し
て
Ｒ
Ｏ

Ｅ
を
押
し
上
げ
る
よ
う
な
戦
略
を
極
限
ま
で
追
求
さ
せ
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
許
し
た
Ｓ
Ｅ

Ｃ
の
規
制
の
あ
り
方
も
問
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

お
わ
り
に

投
資
銀
行
と
い
う
一
つ
の
業
態
が
ま
る
ご
と
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
、﹁
規
制
の
失
敗
﹂
が
最
大
の
原
因
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
そ
れ
が

投
資
銀
行
の
﹁
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
﹂
の
破
綻
あ
る
い
は

失
敗
に
よ
る
も
の
と
す
る
評
価
に
は
い
く
つ
か
の
疑
問
が

あ
る
。

第
一
に
、
こ
の
場
合
に
想
定
さ
れ
て
い
る
﹁
ビ
ジ
ネ

ス
・
モ
デ
ル
﹂
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
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の
か
と
い
う
こ
と
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
こ
と
で
あ

る
。
投
資
銀
行
の
財
務
的
特
徴
に
注
目
し
て
、
仮
に
そ
れ

を
﹁
ハ
イ
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
依
拠
す
る
Ｒ
Ｏ
Ｅ
の
追
求
﹂
と

す
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド

な
ど
と
の
差
異
が
曖
昧
に
な
る
。
ま
た
、
投
資
銀
行
が
財

テ
ク
を
駆
使
し
て
利
益
を
あ
げ
る
金
融
会
社
に
矮
小
化
さ

れ
か
ね
な
い
。

﹁
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
﹂
と
い
う
言
葉
は
何
と
な
く
専

門
的
で
難
し
そ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
簡
単
に
い
え
ば

﹁
利
益
の
あ
が
る
仕
組
み
﹂
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

で
あ
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
財
務
的
側
面
を
捉
え
る
以
上

の
包
括
性
、
つ
ま
り
経
営
戦
略
全
体
に
関
わ
る
特
徴
づ
け

が
必
要
で
あ
る
。

第
二
に
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
よ
う
な
定
義
を
採
用
し
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
今
回
の
破
綻
の
直
接
的
な
原
因
と
は

い
え
な
い
側
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

大
幅
に
短
期
負
債
に
依
拠
し
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
特
徴
と

す
る
投
資
銀
行
に
資
金
繰
り
の
逼
迫
が
集
中
的
に
現
れ
た

と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
商
業
銀
行
や
フ
ァ
ン
ド
、
さ
ら

に
は
一
般
企
業
で
さ
え
、
そ
の
影
響
を
免
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
問
題
は
金

融
市
場
の
機
能
不
全
に
伴
う
も
の
で
、
確
か
に
ハ
イ
レ
バ

レ
ッ
ジ
の
業
態
に
先
鋭
的
に
打
撃
を
与
え
た
と
は
い
え
、

投
資
銀
行
に
の
み
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
も
う
少
し
分
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
仮
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ

の
資
金
供
給
が
な
け
れ
ば
、
商
業
銀
行
で
さ
え
破
綻
に
追

い
込
ま
れ
る
危
険
性
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要

す
る
に
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
の
防
止
、
金
融
シ
ス

テ
ム
の
維
持
と
い
う
大
義
名
分
が
あ
る
か
ら
、
商
業
銀
行

は
救
済
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
付
け
加
え
て
お
け

ば
、
今
回
の
事
態
に
よ
っ
て
投
資
銀
行
が
歴
史
的
に
果
た

し
て
き
た
役
割
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
将
来

的
に
必
要
と
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
も
ち
ろ
ん
な
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い
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
分
野
に
お
い
て

果
た
し
て
き
た
役
割
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
こ

と
も
高
く
評
価
さ
れ
る
。

現
在
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
効
か
し
た
ハ
イ
リ
ス
ク
の
業
務

展
開
は
、
伝
統
的
な
発
行
・
引
受
業
務
を
中
心
と
す
る
投

資
銀
行
業
務
が
市
場
環
境
の
変
化
お
よ
び
競
争
の
激
化
に

よ
り
収
益
性
が
低
下
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
意
味
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
の
修
正
も
簡
単

で
は
な
い
。
し
か
し
、
市
場
で
の
信
頼
回
復
の
た
め
に
は

伝
統
的
な
フ
ィ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
回
帰
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
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